On the Folk Songs Transmitted at Miyagino District in Hakone by 勝俣 隆
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
俚
謡
に
つ
い
て
勝
俣
隆
　
神
奈
川
雨
足
柄
下
郡
箱
根
町
宮
城
野
に
は
、
獅
子
舞
神
楽
・
田
植
歌
・
唐
臼
歌
・
屋
根
替
之
歌
等
の
浬
謡
や
種
々
の
僅
諺
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
幾
つ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
は
全
国
的
に
も
貴
重
な
も
の
と
し
て
、
既
に
何
度
か
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
乍
ら
、
国
の
選
択
無
形
文
化
財
と
な
っ
た
湯
立
獅
子
舞
と
そ
の
歌
謡
を
除
け
ば
、
都
市
化
の
あ
お
り
で
、
田
が
一
枚
残
ら
ず
消
滅
し
、
田
植
自
体
も
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
現
在
、
田
植
歌
を
初
め
と
す
る
宮
城
野
の
偲
謡
は
絶
滅
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
今
、
そ
の
実
態
を
記
録
し
て
お
か
な
け
れ
ば
永
遠
に
消
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
、
ま
た
、
従
来
記
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
歌
謡
の
紹
介
も
か
ね
て
、
こ
こ
に
歌
謡
の
本
文
を
記
載
し
、
解
説
と
考
察
を
加
え
、
語
釈
と
通
釈
を
施
し
た
。
　
僅
謡
・
僅
諺
の
採
集
は
、
平
成
元
年
八
月
か
ら
平
成
二
年
八
月
に
か
け
て
、
宮
城
野
に
居
住
す
る
七
十
歳
以
上
の
方
々
を
対
象
に
行
っ
た
が
、
今
回
は
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
主
な
僅
謡
に
つ
い
て
の
み
の
調
査
と
考
察
を
記
す
。
本
稿
に
掲
載
し
た
浬
謡
は
、
現
在
、
宮
城
野
の
僅
謡
の
継
承
者
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
と
も
言
え
る
山
本
フ
ク
氏
（
八
十
五
歳
、
女
性
。
宮
城
野
生
ま
れ
宮
城
野
育
ち
）
に
直
に
面
談
し
、
説
明
を
受
け
、
氏
の
演
唱
を
録
音
し
、
そ
れ
を
基
に
翻
字
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
本
フ
ク
氏
か
ら
の
倥
謡
の
採
録
は
、
平
成
二
年
八
月
二
十
日
、
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
三
十
日
に
行
っ
た
。
な
お
、
宮
城
野
は
筆
者
の
出
身
地
で
も
あ
る
の
で
、
方
言
等
の
聴
取
上
の
支
障
は
一
切
な
か
っ
た
。
嘲
、
田
植
歌
に
つ
い
て
①
　
朝
の
お
祝
い
の
歌
タ
ロ
ジ
サ
マ
ヨ
イ
ヒ
ノ
ヒ
ド
リ
ワ
セ
ウ
エ
テ
ナ
カ
テ
ガ
ア
タ
リ
ワ
セ
ウ
エ
テ
ナ
カ
テ
ガ
ア
タ
り
た
う
じ
さ
ま
田
主
様
よ
　
　
　
ひ
　
　
　
ひ
　
ど
良
い
日
の
日
取
り
わ
　
せ
　
う
早
稲
植
え
て
な
か
て
　
　
　
あ
中
手
が
当
た
り
わ
　
せ
　
う
早
稲
植
え
て
な
か
て
　
　
　
あ
中
手
が
当
た
り
【
解
説
と
考
察
】
　
歌
の
題
名
は
、
山
本
フ
ク
氏
に
拠
る
。
片
仮
名
の
部
分
は
、
山
本
氏
の
発
音
通
り
に
現
代
仮
名
遣
い
を
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
漢
字
は
、
山
本
氏
の
説
明
に
基
づ
き
宛
て
た
。
本
歌
は
、
勿
論
、
歌
謡
で
あ
る
か
ら
、
節
を
付
け
て
唄
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
今
回
は
、
本
文
の
考
察
に
重
点
を
置
い
た
の
で
、
音
楽
弓
長
崎
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勝
　
　
俣
隆
側
面
の
考
察
は
省
略
し
た
。
以
下
の
歌
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
　
こ
の
歌
の
類
歌
は
、
『
古
謡
集
』
に
　
　
○
太
郎
次
ど
の
、
ヨ
イ
く
ヨ
イ
、
日
の
日
取
り
わ
せ
う
ゑ
て
、
な
か
て
　
　
　
に
ほ
な
が
や
へ
ぼ
さ
く
。
と
あ
り
、
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
う
じ
　
ね
ヘ
カ
　
　
　
　
カ
ね
へ
　
　
○
こ
玉
の
田
の
、
田
主
の
ひ
ど
り
は
よ
い
ひ
ど
り
、
中
手
の
稲
に
八
重
穂
　
　
　
咲
く
と
作
り
、
『
神
奈
川
の
歌
と
民
謡
』
で
は
、
　
　
○
太
郎
次
ど
の
日
の
さ
か
り
、
わ
せ
植
え
て
、
な
か
て
に
ほ
な
が
や
へ
ぼ
　
　
　
さ
く
と
す
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
口
承
さ
れ
て
き
た
、
こ
の
田
植
歌
は
、
様
々
な
漏
壷
歌
を
持
ち
、
そ
の
数
は
相
当
数
に
上
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
山
本
フ
ク
氏
が
娘
時
代
に
覚
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
の
歌
も
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
　
な
お
、
日
本
放
送
協
会
（
N
H
K
）
が
、
昭
和
十
六
年
五
月
に
、
民
俗
資
料
調
査
室
を
設
け
、
全
国
の
民
謡
の
資
料
収
集
・
調
査
研
究
を
行
っ
た
際
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
十
七
年
六
月
六
日
に
、
宮
城
野
の
田
植
歌
も
、
藤
井
清
水
・
町
田
嘉
章
両
氏
に
よ
っ
て
録
音
さ
れ
、
『
日
本
民
謡
資
料
盤
』
と
し
て
保
存
　
　
　
ハ
　
　
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
幸
い
戦
災
を
免
れ
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
に
、
日
本
放
送
協
会
黒
道
総
局
資
料
部
に
よ
っ
て
、
『
録
音
資
料
日
本
民
謡
集
』
と
し
て
、
L
P
レ
コ
L
ド
化
さ
れ
た
。
そ
の
解
説
書
に
翻
字
さ
れ
た
歌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。　
　
○
太
郎
次
さ
ま
　
よ
い
エ
ー
ひ
ど
り
　
○
を
う
え
て
中
手
が
田
へ
　
八
重
　
　
　
穂
咲
く
　
穂
に
穂
が
咲
い
て
八
重
穂
咲
く
　
穂
に
穂
が
咲
い
て
ヤ
ー
ノ
　
　
　
　
八
重
穂
咲
く
．
　
し
か
し
乍
ら
、
筆
者
が
、
実
際
に
そ
の
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
歌
詞
は
次
の
よ
う
に
訂
正
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
判
明
し
た
。
　
　
　
た
う
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
せ
う
　
　
　
　
な
か
て
　
　
あ
　
　
○
田
主
さ
ま
　
よ
い
日
の
（
エ
ー
）
日
取
り
　
早
稲
植
え
て
　
中
手
が
当
　
　
　
た
り
　
八
重
穂
咲
く
　
穂
に
穂
が
（
エ
ー
ア
ー
）
咲
い
て
　
八
重
穂
咲
　
　
　
く
　
穂
に
穂
が
（
エ
i
）
咲
い
て
（
ヤ
ー
ノ
ー
）
　
八
重
穂
咲
く
　
す
な
わ
ち
、
昭
和
十
七
年
六
月
六
日
に
録
音
さ
れ
て
い
た
田
植
歌
は
、
四
十
八
年
後
の
平
成
二
年
八
月
二
十
八
日
に
山
本
フ
ク
氏
が
演
唱
さ
れ
た
田
植
歌
と
ほ
ぼ
同
種
の
も
の
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
。
従
来
、
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
歌
詞
は
、
昭
和
十
七
年
六
月
六
日
に
演
唱
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
松
本
好
太
郎
氏
（
昭
和
十
七
年
当
時
、
八
二
歳
で
宮
城
野
在
住
）
が
、
記
録
さ
れ
て
い
た
二
十
九
首
を
編
集
者
に
送
付
さ
れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
の
で
、
実
際
の
演
唱
の
歌
詞
と
齪
齢
が
生
じ
た
よ
う
だ
。
た
だ
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
口
承
文
芸
の
常
と
し
て
、
歌
詞
や
節
回
わ
し
の
変
化
は
必
然
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
、
種
ダ
の
歌
詞
が
存
す
る
の
は
怪
し
む
に
足
り
な
い
。
　
山
本
フ
ク
氏
の
解
説
で
は
、
こ
の
歌
は
、
「
朝
の
お
祝
い
の
歌
」
と
し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
う
じ
田
植
え
の
当
日
の
朝
、
田
の
持
主
（
田
主
）
に
対
し
て
、
田
植
え
を
す
る
人
々
が
豊
作
を
祈
願
し
て
、
祝
言
と
し
て
歌
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
当
地
で
は
、
田
　
　
　
ゆ
い
植
え
は
結
の
形
式
で
行
っ
て
い
た
そ
う
で
、
親
戚
や
近
所
の
人
々
が
、
交
代
に
順
番
を
決
め
て
、
お
互
い
の
田
植
え
を
、
総
が
か
り
で
助
け
合
っ
た
の
だ
と
い
う
。
田
植
え
は
、
早
乙
女
の
仕
事
で
、
若
い
娘
さ
ん
達
が
、
一
枚
の
田
を
大
勢
で
植
え
た
そ
う
だ
。
こ
の
時
、
先
達
と
呼
ば
れ
る
年
配
の
女
性
が
、
田
の
ク
ロ
　
あ
ぜ
（
畔
）
に
莫
産
を
敷
い
て
座
わ
り
、
田
植
歌
を
音
頭
を
取
り
乍
ら
歌
い
、
早
乙
女
も
合
せ
て
歌
う
が
、
一
緒
に
歌
っ
て
い
る
と
仕
事
が
遅
れ
て
し
ま
う
の
で
、
結
局
は
、
田
植
え
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
、
歌
は
先
達
だ
け
が
最
後
ま
で
歌
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
詞
型
は
、
五
七
五
七
五
七
。
五
七
調
。
19
【
語
釈
】
○
タ
ロ
ジ
サ
マ
　
本
稿
で
は
「
田
主
様
」
の
漢
字
を
宛
て
た
。
こ
の
語
に
つ
い
　
て
は
、
『
素
謡
集
』
や
『
神
奈
川
の
歌
と
民
謡
』
で
は
「
太
郎
次
」
を
、
『
日
　
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
で
は
「
田
主
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
宛
て
て
い
る
。
そ
　
の
中
で
、
『
神
奈
川
の
歌
と
民
謡
』
で
は
、
「
太
郎
次
」
の
注
と
し
て
、
「
太
　
郎
は
長
男
を
意
味
し
、
又
長
上
を
意
味
す
る
。
田
植
唄
の
場
合
は
田
主
、
地
　
主
を
意
味
し
て
い
る
。
」
と
い
う
説
明
を
載
息
て
い
る
。
し
か
し
乍
ら
、
こ
　
れ
で
は
、
「
太
郎
次
」
の
「
次
」
の
意
味
が
不
明
だ
し
、
「
長
野
・
長
上
」
の
　
意
が
、
田
植
歌
で
「
田
主
・
地
主
」
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
説
明
も
、
　
十
分
な
説
得
力
を
持
た
な
い
。
そ
こ
で
、
検
討
し
て
み
る
と
、
「
タ
ロ
ジ
サ
　
マ
」
は
、
や
は
り
「
田
主
様
」
の
漢
字
を
宛
て
る
べ
き
と
思
う
。
そ
の
理
由
　
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
田
主
」
は
、
「
タ
．
ア
ル
ジ
」
と
か
「
タ
ヌ
シ
」
と
か
　
訓
ま
れ
て
い
て
、
田
の
所
有
者
を
意
味
す
る
。
こ
の
場
合
は
、
本
来
「
タ
ア
　
ル
ジ
」
で
あ
っ
た
読
み
が
、
タ
（
a
t
）
と
ア
（
a
）
で
、
ア
（
a
）
の
母
音
　
が
重
複
す
る
の
で
、
同
母
音
の
連
続
を
嫌
う
日
本
語
の
性
格
に
よ
っ
て
、
片
方
の
ア
（
a
）
音
が
脱
落
し
「
タ
ル
ジ
」
と
な
ゆ
、
さ
ら
に
響
き
が
類
似
し
　
た
「
太
郎
（
タ
ロ
ウ
）
」
な
ど
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
、
「
タ
ロ
ジ
」
と
変
化
し
　
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
考
え
れ
ば
、
「
タ
ロ
ジ
」
に
敬
語
の
「
サ
マ
」
が
　
つ
い
た
「
タ
ロ
ジ
サ
マ
」
が
、
田
の
所
有
者
に
対
す
る
敬
意
の
籠
っ
た
言
葉
　
で
あ
る
こ
と
が
、
無
理
な
く
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
　
．
○
ヨ
イ
ヒ
ノ
ヒ
ド
リ
　
漢
字
と
し
て
「
良
い
日
の
日
取
り
」
．
を
宛
て
る
こ
と
に
　
問
題
は
な
か
ろ
う
。
こ
こ
で
、
「
日
」
を
二
度
重
ね
て
い
る
の
は
、
や
は
り
強
調
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
田
植
え
を
、
特
に
「
良
い
日
取
り
」
　
に
行
う
と
い
う
の
は
、
「
お
田
植
神
事
」
と
い
う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
も
と
も
と
田
植
え
が
、
田
の
神
を
迎
え
て
豊
作
を
祈
願
す
る
神
事
と
し
て
の
性
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
僅
謡
に
つ
い
て
　
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
由
来
し
よ
う
。
実
際
、
宮
城
野
の
田
植
歌
に
お
い
　
て
、
先
に
も
少
し
触
れ
た
松
本
好
太
郎
氏
の
記
憶
さ
れ
て
い
た
二
十
九
首
の
　
最
後
の
歌
は
、
「
ま
か
る
そ
や
、
来
年
御
座
れ
お
田
の
神
、
来
年
御
座
れ
お
　
田
の
神
」
と
い
う
歌
詞
を
持
ち
、
田
植
え
の
人
々
が
田
植
え
を
終
え
て
引
き
　
上
げ
る
際
、
田
の
神
に
来
年
の
降
臨
を
祈
願
し
て
い
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
　
が
、
こ
れ
こ
そ
、
宮
城
野
の
田
植
え
が
、
田
の
神
を
迎
え
て
行
わ
れ
る
神
事
　
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
裏
付
け
と
な
ろ
う
。
勿
論
、
前
の
句
の
「
タ
　
ロ
ジ
サ
マ
」
と
の
関
わ
り
で
言
え
ば
、
田
植
え
が
良
い
日
取
り
に
行
わ
れ
る
　
こ
と
を
祝
う
、
田
主
へ
の
挨
拶
句
的
側
面
も
当
然
あ
ろ
う
。
○
ワ
セ
ウ
エ
テ
　
「
早
稲
植
え
て
」
の
漢
字
を
宛
て
る
こ
と
が
適
切
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
わ
　
せ
　
　
　
な
か
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
く
て
　
稲
に
、
早
稲
・
中
手
（
中
稲
）
・
晩
稲
と
あ
る
う
ち
、
最
も
成
長
の
速
い
早
　
稲
の
品
種
を
植
え
て
と
い
う
文
字
通
り
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
「
中
手
　
が
当
た
り
」
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
実
際
に
は
、
早
稲
も
中
手
も
晩
稲
も
同
時
に
植
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
早
稲
」
で
代
表
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
　
る
。
○
ナ
カ
テ
ガ
ア
タ
リ
　
「
中
手
」
「
中
稲
」
の
二
つ
の
表
記
が
あ
る
。
ア
タ
リ
　
は
「
当
た
り
」
で
あ
る
。
早
稲
・
中
手
・
晩
稲
を
植
え
た
う
ち
の
中
手
が
よ
　
く
稔
っ
て
と
い
う
意
で
あ
る
。
な
お
『
翠
黛
集
』
に
は
、
同
じ
神
奈
川
県
下
　
の
田
植
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
歌
を
載
せ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
　
ね
　
　
○
め
で
た
い
、
こ
こ
の
種
子
お
ろ
し
、
わ
せ
も
よ
、
な
か
て
も
、
お
く
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
み
な
よ
い
。
（
鎌
倉
郡
）
　
　
○
今
日
の
日
の
植
え
た
る
稲
は
わ
せ
よ
か
れ
、
お
く
て
も
な
か
て
も
皆
よ
　
　
　
か
れ
。
（
鎌
倉
郡
）
　
　
○
目
出
度
い
凝
れ
の
お
種
子
蒔
。
わ
せ
も
よ
く
中
で
も
、
お
く
て
も
尚
よ
　
　
　
く
。
（
高
座
郡
）
勝
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こ
れ
ら
の
歌
は
、
種
子
蒔
き
や
田
植
え
に
お
い
て
、
早
稲
・
中
手
・
晩
稲
の
す
べ
て
が
良
い
と
讃
え
、
ま
た
良
か
れ
と
祈
願
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
類
推
す
る
に
、
「
中
手
が
当
た
り
」
は
、
中
手
が
豊
作
で
あ
る
の
は
勿
論
の
こ
と
、
早
稲
も
晩
稲
も
皆
豊
作
だ
と
い
う
こ
と
を
、
「
中
手
」
で
代
表
さ
せ
て
暗
示
し
て
い
る
表
現
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
【
通
釈
】
　
た
う
じ
さ
ま
　
田
主
様
〔
1
1
田
の
持
主
様
〕
、
（
今
日
は
、
田
植
に
と
っ
て
）
良
い
日
取
り
で
（
結
構
な
こ
と
で
す
ね
）
。
早
稲
を
（
初
め
、
中
手
・
晩
稲
を
み
な
）
植
え
ま
し
た
が
、
（
き
っ
と
）
中
手
が
大
豊
作
で
す
よ
。
〔
繰
り
返
し
〕
（
勿
論
、
早
稲
も
晩
稲
も
上
々
で
し
ょ
う
。
本
当
に
結
構
な
こ
と
で
す
ね
。
）
〔
な
お
、
こ
れ
は
田
植
歌
に
よ
く
あ
る
形
式
で
、
眼
前
に
は
見
え
ぬ
秋
の
稔
り
を
想
像
し
た
歌
と
も
と
れ
る
。
〕
【
補
説
】
　
な
お
、
山
本
フ
ク
氏
の
演
唱
を
録
音
す
る
前
に
、
説
明
と
し
て
聞
い
た
も
の
は
、
本
採
録
歌
と
や
や
異
な
る
。
別
伝
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。
ヨ
イ
ヒ
ノ
ヒ
ド
リ
ナ
カ
テ
ガ
ア
タ
リ
タ
ロ
ジ
サ
マ
ヨ
イ
ヒ
ノ
ヒ
ド
リ
良
い
日
の
日
取
り
中
手
が
当
た
り
田
主
様
良
い
日
の
日
取
り
　
初
句
の
「
か
か
る
そ
や
」
は
、
「
田
植
に
取
り
掛
か
る
ぞ
」
の
意
で
、
先
達
が
始
ま
り
の
合
図
と
し
て
唄
う
も
の
だ
と
い
う
。
歌
意
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
②
長
歌
ア
サ
ウ
タ
ハ
ナ
ナ
サ
ト
マ
デ
モ
イ
ワ
イ
ナ
レ
キ
ク
ヒ
ト
マ
デ
モ
ア
サ
ウ
タ
ハ
イ
ワ
イ
ナ
レ
ナ
ナ
サ
ト
マ
デ
モ
あ
さ
う
た
朝
畠
は
な
な
さ
と
七
里
ま
で
も
い
わ祝
い
な
れ
き
　
　
　
ひ
と
聞
く
人
ま
で
も
朝
歌
は
祝
い
な
れ
七
里
ま
で
も
カ
カ
ル
ゾ
ヤ
コ
コ
ノ
タ
ノ
タ
ロ
ジ
サ
マ
ヨ
イ
ヒ
ノ
ヒ
ド
リ
ワ
セ
ウ
エ
テ
ナ
カ
テ
ガ
ア
タ
リ
タ
ロ
ジ
サ
マ
か
か
る
そ
や
此
処
の
田
の
田
主
様
良
い
日
の
日
取
り
早
稲
植
え
て
中
手
が
当
た
り
田
主
様
【
解
説
と
考
察
】
　
こ
の
歌
の
異
伝
歌
は
、
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
に
、
　
　
○
朝
歌
は
、
七
里
ま
で
も
祝
ひ
な
る
。
見
る
聞
く
人
も
祝
ひ
な
る
。
の
形
で
載
り
、
『
浬
謡
集
』
に
は
、
　
　
○
朝
う
た
一
は
i
、
ヨ
イ
く
、
な
一
な
一
さ
一
と
一
ま
一
で
も
一
、
い
　
　
　
は
ひ
な
一
り
。
き
く
一
ひ
一
と
一
ま
一
で
一
も
一
、
い
一
は
一
ひ
一
な
一
　
　
　
り
。
21
と
あ
り
、
『
神
奈
川
の
歌
と
民
謡
』
で
は
、
　
　
○
朝
歌
は
ヨ
イ
ヨ
イ
く
七
里
ま
で
も
祝
い
な
り
、
聞
く
人
ま
で
も
祝
い
　
　
　
な
り
の
歌
詞
で
示
し
て
い
る
。
ど
れ
も
異
同
は
極
め
て
少
な
い
。
山
本
フ
ク
氏
の
御
説
明
で
は
、
春
歌
は
、
唄
う
人
は
勿
論
、
七
里
、
つ
ま
り
遠
く
で
歌
を
聞
く
人
も
余
慶
に
預
れ
る
、
め
で
た
い
お
祝
い
の
歌
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
詞
型
、
五
七
五
七
五
五
七
。
五
七
調
、
七
五
調
混
合
。
【
語
釈
】
○
ア
サ
ウ
タ
ハ
　
漢
字
は
「
黒
黒
」
が
宛
て
ら
れ
る
。
文
字
通
り
、
朝
唄
う
歌
　
の
意
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
昼
歌
、
晩
歌
な
ど
が
あ
り
得
る
。
○
ナ
ナ
サ
ト
マ
デ
モ
　
「
七
里
」
の
漢
字
が
宛
て
ら
れ
よ
う
。
そ
の
場
合
、
「
里
」
　
　
　
　
　
　
　
り
は
、
距
離
の
「
里
」
で
な
く
、
「
村
」
の
意
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
「
七
」
と
　
い
う
数
字
は
、
多
数
を
表
わ
す
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
民
謡
で
は
、
め
で
た
　
い
数
字
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。
『
偲
謡
集
』
に
見
ら
れ
る
神
奈
川
県
の
僅
謡
を
見
る
だ
け
で
も
次
の
よ
う
な
例
が
認
め
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
目
出
た
い
こ
れ
の
屋
の
棟
に
咲
い
て
候
、
黄
金
の
花
が
三
枝
（
麦
打
　
　
　
　
歌
、
中
郡
）
〔
圏
点
筆
者
。
以
下
同
じ
。
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
目
出
た
い
、
こ
れ
の
お
や
く
に
は
、
お
手
に
や
三
つ
、
お
頭
に
や
七
つ
、
　
　
　
そ
一
ろ
へ
て
（
焼
米
揚
歌
、
都
筑
郡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
目
出
た
や
此
処
の
台
所
、
槻
の
臼
が
七
か
は
ら
（
焼
米
演
歌
、
六
時
郡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
　
　
　
　
　
　
○
こ
な
た
の
臼
は
重
い
臼
。
重
い
筈
、
黄
金
の
箔
が
七
簸
（
臼
挽
歌
、
橘
　
　
　
樹
郡
）
　
　
○
本
町
二
丁
目
の
糸
屋
の
娘
、
姉
は
二
十
一
、
妹
は
二
十
、
娘
ほ
し
さ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
　
　
　
じ
く
が
ん
か
け
て
、
伊
勢
へ
七
度
、
熊
野
へ
三
度
、
芝
の
愛
宕
山
へ
日
　
　
参
り
（
木
遣
歌
、
久
良
岐
郡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
お
せ
ど
に
く
ら
が
七
月
前
の
、
そ
の
く
ら
よ
り
も
、
親
が
だ
い
じ
。
オ
　
　
ヤ
ナ
ー
ヨ
イ
（
船
歌
、
横
浜
市
）
こ
れ
ら
の
歌
に
お
け
る
「
七
」
の
用
法
か
ら
類
推
し
て
も
、
こ
の
「
七
里
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
ま
で
も
」
に
お
い
て
も
、
や
は
り
、
「
七
」
は
お
祝
い
の
歌
と
し
て
、
め
で
た
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
七
里
ま
で
も
」
と
い
う
表
現
で
す
ぐ
に
想
い
出
さ
れ
る
の
は
、
古
事
記
の
仁
徳
天
皇
の
段
に
お
け
る
「
枯
野
と
い
う
船
」
の
条
で
あ
る
。
左
に
該
当
部
分
を
引
用
す
る
町
）
　
　
　
此
の
御
世
に
、
兎
寸
河
の
西
に
一
つ
の
高
樹
有
り
き
。
其
の
樹
の
影
、
　
　
旦
日
に
当
れ
ば
、
淡
道
島
に
逮
び
、
夕
日
に
当
れ
ば
、
高
安
山
を
越
え
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
は
や
　
　
き
。
故
、
是
の
樹
を
切
り
て
船
を
作
り
し
に
、
甚
捷
く
行
く
船
な
り
き
。
　
　
　
　
　
　
　
　
な
つ
　
　
時
に
其
の
船
を
号
け
て
枯
野
と
謂
ひ
き
。
故
、
是
の
船
を
以
ち
て
旦
夕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ほ
み
も
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
　
こ
ぼ
　
　
山
道
島
の
寒
泉
を
酌
み
て
、
大
御
水
亙
り
き
。
菰
の
船
、
破
れ
壊
れ
て
　
　
塩
を
焼
き
、
其
の
焼
け
遣
り
し
木
を
取
り
て
琴
に
作
り
し
に
、
其
の
音
　
　
な
な
さ
と
　
　
と
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
里
に
沁
み
き
。
（
其
音
響
二
七
里
一
。
）
爾
に
百
日
ひ
け
ら
く
、
　
　
　
　
枯
野
を
　
塩
に
焼
き
　
其
が
余
り
　
琴
に
作
り
’
か
き
弾
く
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
く
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
つ
　
　
　
由
良
の
門
の
　
門
中
の
叩
石
に
　
触
れ
立
つ
　
浸
漬
の
木
の
　
さ
や
　
　
　
さ
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
つ
　
　
と
う
た
ひ
き
。
此
は
志
都
歌
の
歌
返
し
な
り
。
　
こ
こ
で
は
、
大
樹
伝
説
と
し
て
登
場
す
る
大
樹
を
切
っ
て
船
に
作
り
、
さ
ら
に
そ
の
船
が
壊
れ
た
の
で
焼
い
て
、
焼
け
残
っ
た
木
で
琴
を
作
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
琴
の
音
が
、
七
里
（
七
つ
の
村
里
）
ま
で
響
い
た
と
し
て
い
る
。
　
右
の
「
枯
野
と
い
う
船
」
の
説
話
は
、
日
本
書
紀
で
は
、
字
引
天
皇
三
十
一
年
の
条
に
出
て
い
る
。
日
本
書
紀
は
、
琴
の
音
が
響
く
そ
の
場
面
を
次
の
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
僅
謡
に
つ
い
て
勝
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よ
う
に
描
い
て
い
る
。
　
　
　
　
　
あ
や
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
や
か
　
　
　
天
皇
、
異
び
て
琴
に
作
ら
し
む
。
其
の
音
、
鍵
鋳
に
し
て
遠
く
聞
こ
ゆ
。
　
　
つ
ま
り
、
古
事
記
の
「
七
里
に
響
み
き
。
」
は
、
日
本
書
紀
で
は
、
「
鍵
銘
　
に
し
て
遠
く
聞
こ
ゆ
。
」
に
対
応
し
て
お
り
、
結
局
、
「
七
里
に
」
は
、
「
（
は
　
つ
き
り
と
）
遠
く
ま
で
」
の
意
を
表
わ
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
古
事
記
と
田
植
歌
で
は
、
千
年
以
上
の
開
き
が
あ
る
が
、
「
七
里
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
　
た
時
、
ど
ち
ら
も
、
「
遠
方
ま
で
、
遠
く
の
村
々
ま
で
」
の
意
を
表
わ
す
た
　
め
に
「
七
里
」
を
使
っ
て
い
る
の
が
共
通
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
　
ち
、
古
事
記
で
は
、
琴
の
音
が
、
七
つ
の
村
々
ま
で
も
響
い
た
と
し
て
お
り
、
宮
城
野
の
田
植
歌
で
は
、
朝
歌
を
唄
う
そ
の
歌
声
が
、
七
つ
の
村
々
ま
で
も
　
響
い
て
、
田
植
を
祝
う
と
し
て
お
り
、
器
楽
と
声
楽
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
音
楽
の
音
声
が
、
遠
く
の
村
々
ま
で
響
き
渡
っ
た
と
す
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
○
イ
ワ
イ
ナ
レ
　
　
「
祝
い
な
れ
」
が
宛
て
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
の
「
祝
ひ
な
る
」
、
『
神
奈
川
の
歌
と
民
謡
』
の
「
祝
い
な
り
」
　
と
あ
る
句
の
異
伝
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
命
令
形
の
「
な
れ
」
を
使
う
こ
と
で
、
　
実
現
を
希
求
す
る
意
味
合
い
は
強
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
朝
歌
」
　
は
、
田
植
え
の
対
象
と
し
て
の
田
ば
か
り
で
な
く
、
遠
い
辛
々
ま
で
祝
福
す
　
る
も
の
だ
、
祝
福
せ
よ
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
○
キ
ク
ヒ
ト
マ
デ
モ
「
聞
く
人
ま
で
も
」
の
中
、
「
聞
く
」
は
「
聴
く
」
の
漢
字
も
宛
て
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
朝
歌
を
唄
っ
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、
田
植
　
と
直
接
関
係
な
い
場
所
で
、
意
識
的
あ
る
い
は
無
意
識
的
に
聞
い
て
い
る
人
　
ま
で
も
、
祝
福
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
意
と
考
え
ら
れ
る
。
【
通
釈
】
朝
湿
は
、
（
こ
の
田
は
勿
論
の
こ
と
）
、
七
里
〔
“
遠
く
の
騒
々
〕
ま
で
も
（
は
っ
き
り
と
響
い
て
、
そ
の
村
々
を
）
祝
福
せ
よ
。
（
田
に
い
る
人
々
は
勿
論
の
こ
と
、
田
以
外
で
）
歌
を
聞
く
人
々
ま
で
も
祝
福
せ
よ
。
浜
歌
は
、
祝
福
せ
よ
。
（
こ
の
田
は
勿
論
の
こ
と
）
七
里
〔
一
1
遠
く
の
畳
々
〕
ま
で
も
。
③
昼
の
部
ヒ
ル
モ
チ
ガ
ク
ル
カ
ト
ミ
レ
バ
ウ
チ
デ
ハ
マ
ダ
オ
カ
マ
ノ
ダ
ン
ニ
メ
シ
ア
ゲ
テ
オ
カ
マ
ノ
ダ
ソ
ニ
ひ
る
も
ち
昼
鳶
が
く
　
　
　
　
　
　
　
み
来
る
か
と
見
れ
ば
う
ち内
で
は
ま
だ
　
か
ま
　
　
た
ん
お
釜
の
壇
に
め
し
あ
飯
上
げ
て
お
釜
の
壇
に
【
解
説
と
考
察
】
　
山
本
フ
ク
氏
に
拠
れ
ば
、
小
昼
時
に
な
り
、
田
植
え
の
人
々
が
空
腹
に
な
っ
て
、
昼
飯
は
そ
ろ
そ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
う
頃
、
唄
わ
れ
る
歌
だ
と
い
う
。
　
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
で
は
、
松
本
好
太
郎
氏
の
記
憶
さ
れ
て
い
た
歌
詞
と
し
て
、
　
　
○
昼
持
が
、
来
る
か
と
見
れ
ば
未
だ
う
ち
に
、
お
釜
の
台
に
飯
あ
げ
て
を
載
せ
て
い
る
。
異
伝
歌
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
種
の
歌
は
、
渡
邊
昭
五
氏
に
拠
れ
ば
、
田
の
神
へ
の
供
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
を
詠
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
。
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
古
く
は
、
二
食
の
制
で
あ
っ
た
我
国
の
食
風
俗
に
あ
っ
て
、
こ
の
屋
外
　
　
重
労
働
の
日
は
特
別
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
　
　
も
う
一
つ
臨
時
の
間
食
の
他
に
、
酒
が
伴
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
田
植
が
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一
つ
の
マ
ツ
リ
の
日
で
あ
っ
て
、
ハ
レ
の
食
事
に
属
し
て
い
た
と
い
う
こ
　
　
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
を
運
ぶ
オ
ナ
リ
は
、
．
田
植
祭
の
巫
女
で
あ
っ
　
　
て
、
こ
の
昼
食
は
、
田
の
神
サ
ソ
バ
イ
に
供
え
る
と
い
う
形
態
が
と
ら
れ
　
　
た
の
で
あ
る
。
　
　
0
昼
も
一
ち
を
待
ち
ま
す
道
に
あ
や
は
り
て
、
錦
を
の
べ
て
ご
ざ
と
ふ
め
　
　
（
神
奈
川
県
中
郡
田
植
歌
『
僅
謡
集
』
）
　
　
の
歌
の
感
覚
は
、
昼
食
を
待
ち
か
ね
る
田
人
の
歓
待
感
を
伝
え
た
と
い
う
　
　
よ
り
も
、
田
の
神
に
昼
食
を
供
え
る
ウ
ナ
リ
の
き
ら
び
や
か
な
行
列
の
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
情
景
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
右
に
引
用
さ
れ
た
中
郡
の
田
植
歌
は
、
松
本
好
太
郎
氏
の
記
憶
さ
れ
て
い
た
宮
城
野
の
凪
植
歌
（
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
所
収
）
に
も
、
次
の
歌
詞
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
さ
　
　
○
昼
持
が
、
ご
ざ
り
た
な
ら
ば
喜
び
て
、
錦
を
の
べ
て
、
莫
産
と
ふ
め
　
こ
の
歌
の
前
に
は
、
　
　
　
ひ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
つ
き
　
　
○
餓
じ
さ
に
、
五
月
の
花
を
囲
む
れ
ば
、
心
が
澄
ま
で
胸
が
す
む
の
歌
も
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
宮
城
野
の
田
植
歌
で
は
、
待
ち
か
ね
て
い
た
昼
飯
が
届
い
た
喜
び
が
前
面
に
出
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
「
錦
を
の
べ
て
」
と
い
っ
た
表
現
に
、
大
切
な
田
の
神
へ
の
供
物
を
迎
え
る
と
言
っ
た
側
面
を
確
か
に
見
出
せ
る
よ
う
に
思
う
。
　
実
際
、
「
内
で
は
ま
だ
　
お
釜
の
壇
に
　
飯
上
げ
て
」
と
い
う
の
も
、
山
本
フ
ク
氏
の
御
説
明
で
は
、
竈
の
神
様
、
こ
れ
は
田
の
神
様
で
も
あ
る
が
、
こ
の
神
様
に
、
藁
の
上
に
載
せ
た
お
む
す
び
三
つ
と
、
苗
三
把
を
供
物
と
し
て
、
お
釜
の
縁
に
置
い
て
捧
げ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
歌
自
体
が
、
田
の
神
へ
の
信
仰
心
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
ば
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
苗
の
三
把
が
、
田
の
神
の
別
名
サ
ソ
バ
イ
と
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
つ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
柳
田
国
男
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
十
型
、
五
七
六
七
五
七
。
五
七
調
が
主
。
【
語
釈
】
○
ヒ
ル
モ
チ
ガ
　
ヒ
ル
モ
チ
は
「
昼
餅
」
で
は
な
く
、
「
昼
持
」
で
あ
る
。
こ
　
れ
に
つ
い
て
、
『
神
奈
川
の
歌
と
民
謡
』
の
注
で
は
、
　
　
昼
持
ち
と
は
弁
当
を
持
っ
て
く
る
人
。
オ
ナ
リ
ド
と
も
云
う
。
　
と
説
明
し
て
い
る
。
オ
ナ
リ
ド
と
は
オ
ナ
リ
ヒ
ト
の
縮
約
形
と
思
わ
れ
る
。
　
オ
ナ
リ
と
い
う
言
葉
は
、
平
安
末
期
の
類
聚
名
義
抄
に
「
養
」
の
恨
み
と
し
　
て
既
に
見
出
さ
れ
る
（
オ
ナ
リ
ス
　
僧
上
一
一
二
　
観
智
院
本
）
。
こ
の
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
合
、
オ
ナ
リ
の
原
義
は
、
「
煮
炊
き
し
て
養
う
こ
と
」
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
　
そ
の
オ
ナ
リ
に
ヒ
ト
（
人
）
が
付
き
オ
ナ
リ
ヒ
ト
と
な
っ
て
、
炊
事
す
る
人
　
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
オ
ナ
リ
は
ヒ
ト
を
つ
け
ず
に
そ
の
　
ま
ま
で
も
使
わ
れ
、
ま
た
音
が
変
化
し
て
、
ウ
ナ
リ
と
な
り
、
オ
ナ
モ
ト
と
　
言
う
言
い
方
も
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
、
田
植
で
炊
事
を
司
る
女
性
を
指
し
、
民
俗
学
的
に
は
、
田
の
神
に
仕
え
る
巫
女
的
役
割
を
果
た
す
も
の
と
さ
れ
て
　
い
る
よ
う
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
オ
ナ
リ
、
オ
ナ
リ
ド
に
相
当
す
る
ヒ
ル
モ
　
チ
（
昼
持
）
は
、
宮
城
野
の
田
植
歌
で
は
、
昼
飯
を
作
っ
て
、
田
ま
で
運
ん
　
で
く
れ
る
炊
事
係
の
女
性
を
指
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
が
、
田
植
歌
の
　
歌
詞
の
中
に
、
田
の
神
に
仕
え
る
巫
女
的
面
影
が
残
っ
て
い
る
の
も
確
か
な
　
よ
う
だ
。
○
ク
ル
カ
ト
ミ
レ
バ
　
当
然
、
「
来
る
か
と
見
れ
ば
」
が
宛
て
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
実
際
の
労
働
か
ら
見
れ
ば
（
田
植
え
で
空
腹
と
な
り
、
石
持
の
到
着
を
今
か
今
か
と
待
ち
か
ね
て
い
る
様
子
で
あ
り
、
信
仰
の
面
か
ら
は
、
田
の
神
　
へ
の
供
物
を
捧
げ
る
華
や
か
な
行
列
を
、
早
く
見
た
い
も
の
と
待
ち
か
ね
て
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
僅
謡
に
つ
い
て
勝
　
　
俣
隆
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い
る
情
況
の
描
写
と
言
え
る
。
ど
ち
ら
も
、
来
る
か
と
思
っ
て
、
見
て
も
、
　
な
か
な
か
来
な
い
じ
れ
っ
た
さ
を
表
わ
し
て
い
よ
う
。
○
ウ
チ
デ
ハ
マ
ダ
　
　
「
内
で
は
ま
だ
」
が
宛
て
ら
れ
る
。
こ
こ
だ
け
六
音
節
で
　
あ
り
、
他
が
五
音
節
・
七
音
節
で
統
一
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
す
る
と
、
や
や
疑
問
の
残
る
箇
所
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
「
未
だ
う
ち
に
」
（
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
」
の
よ
う
に
、
「
ま
だ
う
ち
に
」
と
あ
っ
た
歌
詞
の
御
記
憶
違
　
い
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
異
伝
歌
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
保
留
し
て
お
く
。
意
味
は
、
「
田
」
と
い
う
外
の
仕
事
場
に
対
し
、
「
内
」
で
、
炊
事
等
を
し
て
　
い
る
田
主
の
家
（
の
中
）
を
指
す
。
「
ま
だ
」
は
末
句
の
「
飯
上
げ
て
」
に
か
か
り
、
「
昼
持
が
田
へ
昼
飯
（
ま
た
は
供
物
）
を
持
っ
て
く
る
ど
こ
ろ
か
、
ま
だ
内
の
中
で
竈
の
神
（
田
の
神
）
様
に
お
供
え
物
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
」
　
と
い
う
意
味
を
導
く
「
ま
だ
」
で
あ
る
。
○
オ
ヵ
マ
ノ
ダ
ン
ニ
メ
シ
ア
ゲ
テ
　
カ
マ
は
「
釜
」
、
ダ
ソ
は
「
段
」
で
な
く
　
「
壇
」
、
メ
シ
ア
ゲ
テ
は
「
召
上
げ
て
」
で
な
く
、
「
飯
上
げ
て
」
と
す
べ
き
　
で
あ
ろ
う
。
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
で
は
、
「
お
釜
の
台
に
飯
あ
げ
て
」
　
と
あ
っ
た
が
、
歌
意
か
ら
す
る
と
、
今
回
採
録
し
た
「
お
釜
の
壇
に
飯
あ
げ
　
て
」
の
方
が
、
意
が
よ
く
通
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
竈
の
縁
に
竈
の
神
（
田
　
の
神
）
を
祭
る
壇
を
設
け
て
、
握
り
飯
を
お
供
え
す
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
　
と
思
わ
れ
る
。
【
通
釈
】
　
お
昼
の
弁
当
持
ち
〔
ま
た
は
、
田
の
神
へ
の
供
へ
物
を
運
ぶ
人
〕
が
、
や
っ
て
来
る
か
と
思
っ
て
、
（
田
主
の
家
の
方
向
を
）
見
て
み
た
が
、
（
そ
の
姿
は
見
え
ず
）
、
（
田
主
の
）
家
の
中
で
は
、
ま
だ
（
食
事
の
用
意
の
最
中
で
）
、
や
っ
と
、
竈
の
神
様
〔
田
の
神
様
〕
に
お
供
え
す
る
握
り
飯
を
、
お
釜
の
縁
の
神
を
祀
る
壇
に
捧
げ
た
と
こ
ろ
だ
。
（
私
達
田
植
え
を
し
て
い
る
人
た
ち
に
昼
飯
が
運
ば
れ
る
の
は
、
ま
だ
大
分
先
の
こ
と
だ
。
あ
あ
、
お
腹
が
空
い
た
な
あ
〔
田
の
神
様
に
供
物
が
運
ば
れ
る
の
は
ま
だ
先
の
こ
と
だ
。
早
く
見
た
い
も
の
だ
な
あ
。
〕
）
④
夕
餉
の
番
コ
コ
ノ
ヤ
ノ
不
離
ジ
ノ
ニ
ワ
ニ
カ
メ
ナ
ナ
ツ
ナ
カ
ナ
ル
カ
メ
ガ
タ
カ
ラ
カ
メ
ナ
カ
ナ
ル
カ
メ
ガ
タ
カ
ラ
ガ
メ
ア
ア
　
メ
デ
タ
イ
メ
デ
タ
イ
こ
　
こ
　
　
　
や
此
処
の
家
の
た
う
じ
　
　
に
わ
田
主
の
庭
に
か
め
な
な
瓶
七
つ
な
か
　
　
　
　
か
め
中
な
る
瓶
が
た
か
ら
が
め
宝
集
中
な
る
瓶
が
宝
瓶
　
　
　
め
　
で
　
た
あ
あ
　
目
出
度
い
目
出
度
い
【
解
説
と
考
察
】
　
二
句
目
の
「
タ
ロ
ジ
」
は
「
ア
ル
ジ
（
主
）
」
と
す
る
歌
詞
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
山
本
フ
ク
氏
は
、
演
唱
の
時
、
「
タ
ロ
ジ
」
を
採
ら
れ
た
。
こ
の
歌
は
、
田
植
え
が
無
事
に
済
ん
で
か
ら
、
夜
、
田
主
の
家
で
、
田
植
え
を
し
た
人
々
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
宴
会
が
催
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
、
唄
わ
れ
た
歌
だ
と
い
う
。
調
査
の
範
囲
で
は
、
こ
の
歌
を
採
録
し
た
文
献
は
見
当
た
ら
ず
、
本
稿
で
初
め
て
世
に
紹
介
さ
れ
る
貴
重
な
歌
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
こ
の
歌
を
読
ん
で
す
ぐ
に
思
い
当
た
る
の
は
、
長
者
伝
説
と
の
関
連
で
あ
る
。
田
植
歌
と
朝
日
長
者
伝
説
が
深
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
渡
邊
昭
五
氏
や
、
竹
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本
宏
夫
氏
に
よ
っ
て
既
に
説
か
れ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
竹
本
氏
に
拠
れ
ば
、
こ
う
し
た
歌
詞
は
、
大
山
節
季
の
田
植
歌
の
中
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
出
て
来
る
も
の
で
、
異
同
の
範
囲
も
広
い
が
、
標
準
形
を
復
元
す
れ
ば
、
　
　
○
朝
日
さ
す
夕
日
に
輝
く
そ
の
も
と
に
　
銭
瓶
七
つ
に
朱
瓶
九
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
れ
と
宮
城
野
の
田
植
歌
と
を
比
べ
た
時
、
共
通
す
る
の
は
、
瓶
が
七
つ
あ
る
こ
と
と
、
地
面
に
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
、
瓶
の
中
味
が
宝
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
宮
城
野
の
田
植
歌
に
は
、
朝
日
長
者
伝
説
に
付
き
も
の
の
「
朝
日
さ
す
夕
日
に
輝
く
そ
の
も
と
に
」
と
い
っ
た
語
句
は
な
い
。
し
か
し
、
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
に
掲
載
さ
れ
た
宮
城
野
の
田
植
歌
に
は
、
朝
日
長
者
伝
説
と
関
係
あ
る
と
思
わ
れ
る
歌
詞
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
a
東
か
ら
雲
か
き
わ
け
て
こ
エ
も
照
る
、
東
も
照
れ
ば
西
も
照
る
　
　
b
今
日
の
日
に
、
朝
日
の
さ
す
の
に
未
だ
寝
て
か
、
朝
日
が
さ
し
て
宣
す
　
　
　
だ
れ
　
ま
た
、
渡
邊
昭
五
氏
は
、
前
掲
書
（
注
5
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
然
ら
ば
、
何
故
田
植
の
終
了
時
に
、
夕
日
を
招
き
返
し
て
、
昼
の
長
く
　
　
な
る
よ
う
な
所
作
を
行
っ
た
伝
説
が
汎
く
残
存
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
　
　
か
。
…
…
天
候
と
の
つ
り
あ
い
を
体
験
か
ら
判
断
し
て
、
も
っ
と
も
苗
の
　
　
成
育
の
ふ
さ
わ
し
い
時
季
に
、
集
中
的
に
苗
を
移
植
し
て
し
ま
わ
な
け
れ
　
　
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
…
…
大
規
模
な
田
植
程
に
、
一
日
の
長
さ
も
人
手
も
　
　
足
り
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
一
日
の
長
か
ら
ん
こ
と
を
欲
す
　
　
る
田
植
の
農
民
の
切
実
な
祈
り
が
あ
る
。
朝
日
長
者
潭
は
、
こ
の
農
民
の
　
　
欲
求
を
み
た
す
一
つ
の
偶
像
化
さ
れ
た
伝
説
で
あ
る
。
…
…
苗
を
植
え
る
　
　
農
民
に
と
っ
て
、
「
田
主
が
朝
日
の
長
者
」
で
あ
る
こ
と
は
、
自
分
の
主
　
　
．
人
に
、
伝
説
に
描
い
た
影
像
を
重
層
さ
せ
て
、
年
々
の
稲
が
稔
る
こ
と
を
　
　
念
じ
た
意
義
が
含
ま
れ
て
い
る
。
田
主
が
朝
日
の
輝
き
と
と
も
に
あ
る
こ
　
　
と
を
礼
讃
し
た
田
植
歌
は
、
『
田
植
草
紙
』
系
に
限
ら
ず
多
い
し
、
「
今
朝
　
　
の
曇
り
が
、
朝
日
が
照
る
た
め
の
曇
り
」
、
…
…
日
輪
の
あ
が
る
予
備
段
　
　
階
と
し
て
謡
っ
た
詞
章
も
、
数
多
く
類
歌
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
　
　
る
。
　
氏
は
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
、
『
僅
謡
集
』
に
見
ら
れ
る
次
の
歌
を
例
歌
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
　
　
c
東
か
ら
、
ヨ
イ
ヨ
イ
、
雲
か
き
わ
け
て
出
る
日
は
、
ヨ
イ
ヨ
イ
、
西
へ
　
　
　
は
や
ら
で
、
こ
こ
で
て
る
。
　
　
d
朝
起
き
て
若
殿
様
の
顔
見
れ
ば
、
朝
日
が
さ
し
て
桜
色
。
　
c
d
も
、
宮
城
野
が
含
ま
れ
る
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
の
田
植
歌
で
あ
る
が
、
「
足
柄
下
郡
」
と
あ
る
の
み
な
の
で
、
宮
城
野
の
も
の
と
特
定
は
で
き
な
い
。
が
、
『
僅
謡
集
』
で
「
足
柄
下
郡
」
と
あ
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
宮
城
野
か
ら
採
集
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
c
と
先
の
a
が
類
歌
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
宮
城
野
の
田
植
歌
の
中
に
、
朝
日
長
者
伝
説
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
　
こ
う
し
た
朝
日
長
者
伝
説
に
必
ず
登
場
す
る
の
が
、
埋
蔵
さ
れ
た
宝
物
の
存
在
で
あ
る
。
　
　
○
朝
日
さ
し
夕
日
か
が
や
く
そ
の
下
に
黄
金
千
杯
、
朱
千
杯
　
　
○
朝
日
さ
し
夕
日
輝
く
此
山
に
黄
金
万
両
漆
万
苞
　
　
○
朝
日
輝
く
夕
日
輝
く
此
萩
の
下
に
小
判
千
両
漆
七
桶
な
ど
と
い
う
形
が
一
般
的
で
あ
っ
て
、
山
や
木
の
根
元
に
、
黄
金
、
朱
、
小
判
、
漆
な
ど
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
す
る
％
）
そ
の
中
で
も
・
右
の
引
用
例
の
「
漆
七
桶
」
の
如
く
、
宝
物
が
入
っ
て
い
る
容
器
の
数
を
「
七
」
と
し
て
い
る
も
の
が
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
僅
謡
に
つ
い
て
勝
　
　
俣
隆
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少
な
く
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
先
に
②
の
歌
の
と
こ
ろ
で
、
「
七
」
に
数
量
の
多
さ
と
と
も
に
、
め
で
た
い
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
ま
さ
に
こ
の
「
七
」
は
、
祝
う
べ
き
数
字
と
し
て
登
場
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
当
該
の
宮
城
野
の
田
植
歌
で
、
「
田
主
の
庭
に
瓶
七
つ
」
と
し
て
、
瓶
の
数
を
「
七
」
と
描
い
て
い
る
の
も
、
め
で
た
い
数
と
し
て
「
七
」
が
登
場
し
て
お
り
、
そ
れ
が
埋
蔵
さ
れ
た
瓶
で
あ
る
こ
と
も
、
朝
日
長
者
伝
説
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
こ
と
を
暗
示
し
よ
う
。
そ
の
上
、
七
つ
の
瓶
の
す
べ
て
が
宝
瓶
で
は
な
く
、
「
斜
な
る
瓶
が
宝
瓶
」
と
述
べ
、
七
つ
の
瓶
の
う
ち
、
中
央
の
瓶
に
宝
が
入
っ
て
い
る
と
す
る
の
も
、
謎
解
き
的
な
性
格
を
示
し
て
い
て
、
歌
に
よ
っ
て
財
宝
の
あ
り
処
を
示
す
と
い
う
、
朝
日
長
者
伝
説
の
パ
タ
ー
ン
を
忠
実
に
受
け
継
い
で
い
る
と
言
え
よ
う
。
尤
も
、
先
に
も
述
べ
た
が
、
こ
の
歌
自
体
に
は
、
「
朝
日
さ
す
夕
日
に
輝
く
」
と
言
っ
た
太
陽
信
仰
と
の
関
わ
り
を
述
べ
た
句
は
な
い
。
し
か
し
，
乍
ら
、
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
に
掲
載
さ
れ
た
先
の
a
b
の
宮
城
野
の
田
植
歌
を
と
っ
て
み
て
も
、
太
陽
信
仰
と
の
関
係
は
濃
厚
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
宮
城
野
の
田
植
歌
群
と
い
う
範
疇
で
考
え
る
時
、
当
該
の
田
植
歌
「
夕
飼
の
番
」
が
、
朝
日
長
者
謳
を
背
景
に
持
ち
、
朝
日
長
者
と
し
て
の
田
主
を
讃
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
詞
型
、
五
七
五
七
五
七
五
。
七
五
調
。
【
語
釈
】
○
コ
コ
ノ
ヤ
ノ
　
　
「
此
処
の
家
の
」
が
宛
て
ら
れ
よ
う
。
「
家
」
は
「
屋
」
で
　
も
良
い
。
田
主
の
家
を
指
す
。
田
植
え
を
し
た
御
礼
に
、
田
主
の
家
に
呼
ば
　
れ
て
、
御
馳
走
を
受
け
る
側
か
ら
の
呼
称
で
あ
る
。
○
タ
ロ
ジ
ノ
ニ
ワ
ニ
　
「
田
主
の
庭
に
」
を
宛
て
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
ア
　
ル
ジ
ノ
ニ
ワ
ニ
（
主
の
庭
に
）
の
本
文
も
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
前
述
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
う
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
じ
　
「
此
処
の
家
の
」
と
い
う
修
飾
語
に
対
し
て
は
、
「
田
主
」
よ
り
「
主
」
の
方
が
座
り
が
良
い
か
も
知
れ
な
い
。
「
庭
」
は
単
な
る
庭
園
で
な
く
、
農
作
業
を
す
る
た
め
の
空
間
で
も
あ
る
と
見
な
す
べ
き
だ
ろ
う
。
竹
本
宏
夫
氏
は
、
前
掲
書
（
注
8
）
の
中
で
、
田
植
歌
に
お
け
る
埋
蔵
物
は
、
田
の
神
の
降
臨
　
地
を
讃
え
る
も
の
で
、
田
の
神
の
愚
り
坐
し
と
し
て
出
て
く
る
と
し
て
い
る
　
が
、
庭
と
い
う
農
作
業
の
場
に
宝
が
埋
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
、
脱
殻
等
の
　
場
で
あ
る
庭
が
、
田
の
神
の
降
臨
に
よ
っ
て
、
米
と
い
う
宝
で
満
ち
溢
れ
ま
　
す
よ
う
に
と
祈
願
し
て
い
る
よ
う
に
も
確
か
に
思
わ
れ
る
面
が
あ
ろ
う
。
○
馬
匹
ナ
ナ
ツ
　
「
瓶
七
つ
」
が
宛
て
ら
れ
る
。
瓶
が
七
つ
あ
る
と
い
う
の
は
、
　
上
述
の
通
り
、
瓶
が
た
く
さ
ん
、
め
で
た
い
数
並
ん
で
い
る
と
い
う
意
で
あ
　
る
。
七
が
、
聖
数
的
存
在
で
あ
る
こ
と
は
、
既
述
の
通
り
、
昔
話
、
伝
説
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
○
ナ
カ
ナ
ル
農
産
ガ
　
「
楽
な
る
瓶
が
」
を
宛
て
る
以
外
な
い
。
中
（
中
央
）
　
に
あ
る
瓶
が
の
意
。
中
と
言
え
ば
、
両
端
以
外
の
、
五
つ
や
三
つ
も
全
く
考
　
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
や
は
り
、
七
つ
の
瓶
の
う
ち
、
真
中
の
一
つ
の
瓶
　
が
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
同
種
の
瓶
が
七
つ
並
ん
で
お
り
、
六
つ
は
普
通
　
の
瓶
で
、
中
央
の
一
つ
の
瓶
だ
け
が
宝
の
瓶
で
あ
る
所
が
味
噌
で
あ
る
。
宝
捜
し
の
謎
的
要
素
が
見
ら
れ
面
白
い
。
な
お
、
右
は
一
直
線
の
並
び
方
を
考
　
え
た
が
、
円
形
に
周
囲
に
六
つ
、
中
央
に
一
つ
と
い
う
並
び
方
も
考
え
得
る
。
○
タ
カ
ラ
ガ
メ
　
文
字
通
り
「
宝
瓶
」
で
あ
る
。
こ
の
宝
は
何
の
宝
か
わ
か
ら
な
い
が
、
類
歌
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
黄
金
、
白
銀
、
小
判
、
銭
、
朱
、
漆
、
　
瓦
等
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
田
植
歌
で
あ
る
か
ら
、
米
そ
の
も
の
で
も
よ
い
わ
　
け
で
、
特
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
、
む
し
ろ
想
像
力
が
働
い
て
面
白
い
の
　
か
も
知
れ
な
い
。
○
ア
ア
　
メ
デ
タ
イ
　
メ
デ
タ
イ
　
　
「
あ
あ
　
目
出
度
い
　
く
」
で
、
御
祝
27
儀
の
歌
の
終
わ
り
に
必
ず
と
言
っ
て
良
い
程
付
く
難
し
詞
で
あ
る
。
せ
る
「
屋
根
替
え
の
歌
」
に
も
見
ら
れ
る
。
次
に
載
【
通
釈
】
　
（
今
日
田
植
え
を
し
た
我
々
を
宴
席
で
も
て
な
し
て
く
れ
て
い
る
）
こ
こ
の
家
の
、
田
主
〔
ロ
田
の
持
主
〕
の
庭
に
は
、
瓶
が
七
つ
（
埋
っ
て
い
る
よ
。
）
。
（
そ
の
七
つ
の
瓶
の
中
で
）
中
央
の
瓶
が
宝
の
入
っ
た
瓶
だ
よ
。
中
央
の
瓶
が
宝
の
入
っ
た
瓶
だ
よ
。
あ
あ
、
め
で
た
い
こ
と
だ
。
め
で
た
い
こ
と
だ
。
二
、
屋
根
替
え
の
歌
（
葺
普
請
の
歌
）
に
つ
い
て
屋
根
替
え
の
歌
チ
ソ
コ
タ
ソ
コ
チ
ソ
コ
タ
ソ
コ
シ
ョ
ソ
ガ
イ
シ
ョ
ン
ガ
イ
ヤ
ト
ユ
ウ
テ
ク
ダ
サ
ル
ナ
ワ
シ
モ
シ
ョ
ソ
ガ
イ
ヤ
ノ
イ
チ
ム
ス
メ
シ
ョ
ソ
ガ
イ
ナ
ア
ア
　
メ
デ
タ
イ
　
メ
デ
タ
イ
チ
ソ
コ
タ
ソ
コ
チ
ン
コ
タ
ソ
コ
シ
ョ
ン
ガ
イ
シ
ョ
ソ
ガ
イ
ヤ
ト
言
う
て
下
さ
る
な
私
も
シ
ョ
ソ
ガ
イ
ヤ
ノ
い
ち
む
す
め
一
娘
シ
ョ
ソ
ガ
イ
ナ
あ
あ
　
目
出
度
い
目
出
度
い
【
解
説
と
考
察
】
　
破
線
部
は
、
山
本
フ
ク
氏
が
、
歌
詞
を
お
忘
れ
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
記
録
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
歌
に
相
当
す
る
も
の
は
、
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
と
『
録
音
資
料
日
本
民
謡
集
・
関
東
篇
〔
∬
〕
』
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
引
用
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
　
○
目
出
度
目
出
度
の
若
松
様
よ
、
庭
に
や
鶴
亀
五
葉
の
松
シ
ヨ
ソ
ガ
エ
ナ
　
　
0
こ
こ
の
お
家
は
十
七
揃
ひ
、
い
つ
も
ど
ん
ど
と
唄
の
声
　
　
○
こ
こ
の
お
か
み
さ
ん
は
何
時
来
て
見
て
も
銭
の
裡
で
金
を
量
る
　
　
○
シ
ヨ
ン
ガ
イ
シ
ヨ
ン
ガ
イ
ナ
と
言
う
て
下
さ
る
な
、
わ
し
も
シ
ヨ
ン
ガ
　
　
　
イ
ヤ
の
い
ち
娘
　
　
○
調
へ
揃
へ
て
揚
ん
せ
粉
を
、
こ
れ
も
こ
祝
ひ
御
代
の
粉
　
　
　
（
以
上
、
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
）
　
　
○
目
出
度
め
で
た
の
若
松
様
よ
　
庭
に
ゃ
鶴
亀
五
葉
の
松
　
シ
ョ
ソ
ガ
イ
　
　
　
ナ
　
　
○
こ
こ
の
お
家
は
十
七
揃
い
　
い
つ
も
ど
ん
ど
と
唄
の
声
　
　
○
こ
こ
の
お
か
み
さ
ん
は
何
時
来
て
見
て
も
　
銭
の
裡
で
金
を
量
る
　
　
○
シ
ョ
ン
ガ
イ
シ
ョ
ン
ガ
エ
と
言
う
て
下
さ
る
な
　
わ
し
も
シ
ョ
ソ
ガ
イ
　
　
　
や
の
い
ち
娘
　
　
○
う
た
え
揃
え
て
揚
き
ゃ
ん
せ
粉
を
　
こ
れ
も
御
祝
い
御
代
の
粉
シ
ョ
ソ
　
　
　
ガ
イ
ナ
　
ア
ー
め
で
た
い
め
で
た
い
　
　
　
（
以
上
、
『
録
音
資
料
日
本
民
謡
集
・
関
東
篇
〔
∬
〕
』
の
解
説
書
）
　
右
二
種
の
翻
字
は
、
昭
和
十
七
年
六
月
六
日
に
、
先
の
田
植
歌
の
演
唱
を
行
っ
た
四
名
（
注
2
参
照
）
の
演
唱
さ
れ
た
の
を
、
藤
井
清
水
・
町
田
嘉
章
両
氏
が
録
音
さ
れ
た
『
民
俗
資
料
盤
』
、
並
び
に
、
そ
れ
を
L
P
レ
コ
ー
下
化
し
た
『
録
音
資
料
日
本
民
謡
集
』
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
歌
の
名
称
を
「
餅
揚
歌
」
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
僅
謡
に
つ
い
て
勝
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と
し
て
い
る
。
し
か
し
乍
ら
、
筆
者
が
、
実
際
に
L
P
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
た
と
こ
ろ
、
細
か
い
点
で
い
く
つ
か
訂
正
す
べ
き
箇
所
が
あ
っ
た
の
で
、
左
に
二
重
傍
線
を
つ
け
て
示
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
よ
　
　
　
○
目
出
度
目
出
度
の
若
松
様
よ
、
庭
に
ゃ
鶴
亀
五
葉
の
松
　
シ
ョ
ソ
ガ
イ
　
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
え
　
　
じ
ゅ
う
し
ち
そ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
○
ア
ア
　
こ
こ
の
お
家
は
十
七
揃
い
、
い
つ
も
ど
ん
ど
と
唄
の
声
　
シ
　
　
　
ョ
ソ
ガ
イ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
っ
　
　
　
　
　
せ
に
り
け
が
に
ゃ
　
　
　
り
　
　
○
こ
こ
の
お
か
み
さ
ん
は
何
時
来
て
見
て
も
　
銭
を
裡
に
金
を
量
る
　
シ
　
　
　
ョ
ソ
ガ
イ
ナ
　
　
○
ア
ア
　
シ
ョ
ン
ガ
イ
　
シ
ョ
ン
ガ
エ
と
　
言
う
て
下
さ
る
な
　
わ
し
も
　
　
　
シ
ョ
ン
ガ
イ
ヤ
の
　
い
ち
娘
　
シ
ョ
ソ
ガ
イ
ナ
　
　
　
　
　
　
う
た
　
　
そ
ろ
　
　
　
　
　
つ
き
ゃ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
わ
　
　
　
　
ご
　
よ
　
　
こ
な
　
　
○
ア
ア
　
調
え
揃
え
て
　
揚
ん
せ
粉
を
　
こ
れ
も
こ
祝
い
　
御
代
の
粉
　
　
．
シ
ョ
ン
ガ
イ
ナ
　
ア
ア
　
メ
デ
タ
イ
　
メ
デ
タ
イ
　
特
に
　
四
句
目
は
、
「
銭
の
裡
で
金
を
量
る
」
で
は
意
味
が
不
分
明
だ
か
ら
、
録
音
の
如
く
「
銭
を
裡
に
金
を
量
る
」
、
つ
ま
り
、
銭
の
穴
に
紐
状
の
も
の
を
通
し
、
裡
の
よ
う
に
し
て
肩
か
ら
か
け
て
、
銭
が
何
枚
あ
る
か
数
え
て
い
る
こ
と
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
、
銭
を
裡
に
す
る
た
め
に
は
穴
開
き
銭
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
農
山
村
ま
で
貨
幣
経
済
が
行
き
わ
た
り
、
銭
貨
が
流
通
し
た
の
は
、
元
禄
（
一
六
八
八
1
一
七
〇
四
）
以
降
と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
歌
も
、
寛
永
通
宝
な
ど
の
穴
開
き
銭
が
十
分
に
行
き
渡
っ
た
元
禄
期
以
降
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
に
は
、
こ
の
歌
の
説
明
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
新
築
・
建
前
等
に
際
し
て
餅
を
暑
い
て
祝
ふ
所
は
全
国
に
頗
る
多
い
が
、
　
そ
の
餅
揚
に
際
し
て
特
に
唄
が
調
は
れ
た
地
方
は
必
ず
し
も
多
く
は
無
い
よ
　
う
で
あ
る
。
関
東
地
方
に
於
い
て
こ
の
棟
上
帯
揚
歌
の
採
集
の
出
来
た
の
は
、
　
下
野
国
那
須
郡
黒
磯
町
地
方
（
注
略
）
と
、
こ
の
宮
城
野
村
だ
け
で
あ
る
。
　
こ
の
地
方
で
は
昔
は
新
築
・
棟
上
の
時
は
勿
論
、
茅
葺
屋
根
の
葺
替
へ
に
も
　
餅
を
揚
い
て
祝
ふ
習
俗
が
あ
り
、
屋
根
が
葺
上
る
の
を
待
っ
て
屋
根
屋
が
棟
　
の
上
に
登
り
「
霜
柱
氷
の
梁
に
雪
の
桁
、
雨
の
垂
木
に
露
の
葺
草
」
と
呪
文
　
を
唱
へ
て
火
臥
せ
の
祈
を
為
し
、
鋤
い
た
餅
を
棟
木
に
供
へ
、
残
っ
た
の
を
　
一
同
で
食
べ
る
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
『
録
音
資
料
日
本
民
謡
集
・
関
東
篇
〔
皿
〕
』
の
解
説
書
で
は
、
右
と
同
様
の
説
明
の
あ
と
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
さ
て
、
唄
の
方
は
と
い
う
と
、
こ
の
唄
は
掲
き
唄
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
　
れ
は
揚
き
手
が
う
た
う
の
で
は
な
く
て
、
餅
短
き
の
音
頭
取
り
か
ま
た
は
臼
　
の
傍
で
交
替
の
た
め
に
待
っ
て
い
る
掲
き
手
や
、
手
伝
ひ
の
人
た
ち
が
、
う
　
た
い
難
ず
唄
の
よ
う
で
あ
る
。
唄
の
源
流
は
不
明
だ
が
、
七
七
七
五
調
二
十
　
六
字
の
四
句
目
の
前
に
〈
シ
ョ
ソ
ガ
イ
ナ
〉
の
難
し
詞
が
つ
い
て
い
て
、
歌
　
詞
も
め
で
た
づ
く
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
単
な
る
佳
き
唄
と
い
う
よ
り
も
、
　
祝
歌
的
な
も
の
を
利
用
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
こ
れ
ら
二
つ
の
説
明
に
よ
っ
て
、
山
本
フ
ク
氏
が
「
屋
根
替
え
の
歌
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
、
「
餅
揚
馬
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
も
よ
く
理
解
で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
歌
は
、
家
の
新
築
・
棟
上
・
屋
根
の
葺
替
え
等
の
時
に
お
祝
い
と
し
て
餅
を
暴
く
時
の
難
し
歌
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
特
に
、
屋
根
の
葺
替
え
の
お
祝
い
と
し
て
唄
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
「
屋
根
替
え
の
歌
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
山
本
フ
ク
氏
に
拠
れ
ば
、
二
人
が
、
兎
の
餅
揚
き
の
よ
う
な
杵
を
持
っ
て
、
臼
を
挾
ん
で
向
か
い
合
っ
て
、
餅
を
揚
き
乍
ら
、
「
ち
ん
こ
た
ん
こ
」
と
声
を
掛
け
な
が
ら
唄
い
、
そ
の
歌
声
に
合
わ
せ
て
、
周
り
の
人
達
が
一
緒
に
唄
う
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
時
の
餅
は
、
ご
ま
を
入
れ
た
餅
で
あ
っ
て
、
田
楽
も
同
時
に
作
り
、
村
中
の
人
を
呼
ん
で
振
舞
う
の
を
慣
い
と
し
た
そ
う
だ
。
山
本
フ
ク
氏
が
演
唱
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
一
連
の
歌
群
の
一
部
で
あ
る
が
、
「
チ
ソ
コ
タ
ン
コ
」
と
言
っ
た
、
導
入
部
は
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
紹
介
で
き
る
点
で
も
、
収
穫
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
下
馬
、
六
六
…
…
五
七
八
三
七
五
六
　
不
定
型
で
あ
る
。
ヨ
ン
ガ
イ
の
意
味
が
特
定
で
き
な
い
以
上
、
結
局
何
を
お
願
い
し
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。
○
ワ
シ
モ
　
昔
は
、
女
性
も
使
っ
た
自
称
表
現
で
あ
る
。
○
イ
チ
ム
ス
メ
　
「
一
疋
」
が
宛
て
ら
れ
る
沖
山
本
フ
ク
氏
に
拠
れ
ば
、
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
む
す
め
　
人
娘
の
意
だ
と
言
う
。
「
斎
娘
」
で
、
大
切
に
し
て
い
る
娘
の
意
と
も
考
　
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
29
【
語
釈
】
○
チ
ン
コ
タ
ソ
コ
　
擬
音
語
で
あ
ろ
う
。
所
謂
、
お
餅
を
ペ
ッ
タ
ソ
コ
揚
く
と
　
い
う
時
の
ペ
ッ
タ
ソ
コ
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
タ
ン
コ
と
い
う
表
現
が
共
通
す
る
の
も
、
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
尤
も
、
チ
ソ
コ
は
、
兎
の
餅
揚
　
の
如
き
杵
の
形
状
を
、
あ
る
い
は
陽
物
に
見
立
て
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
○
シ
ョ
ソ
ガ
イ
　
難
し
詞
で
あ
ろ
う
。
シ
ョ
ソ
ガ
イ
ヤ
、
シ
ョ
ソ
ガ
イ
ナ
と
い
　
う
言
い
方
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ョ
ン
ガ
イ
で
何
か
意
味
が
あ
る
か
も
知
れ
　
な
い
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
山
本
フ
ク
氏
に
拠
れ
ば
、
庄
屋
と
い
う
意
で
な
　
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
あ
る
い
は
、
シ
ョ
ウ
ガ
チ
（
正
月
）
が
音
便
化
し
て
　
シ
ョ
ソ
ガ
イ
と
な
っ
た
も
の
か
。
シ
ョ
ウ
が
シ
ョ
ン
に
変
わ
る
の
は
、
「
小
便
」
な
ど
の
例
が
あ
る
。
正
月
は
餅
を
食
べ
る
め
で
た
い
時
の
意
で
、
シ
ョ
　
ソ
ガ
イ
で
目
出
度
い
と
ほ
ぼ
同
義
で
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
o
ユ
ウ
テ
ク
ダ
サ
ル
ナ
　
「
言
う
て
下
さ
る
な
」
が
宛
て
ら
れ
る
。
娘
が
周
囲
　
の
人
に
お
願
い
し
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。
山
本
フ
ク
氏
に
拠
れ
ば
、
父
親
が
　
シ
ョ
ソ
ガ
イ
と
言
わ
れ
て
恥
か
し
い
か
ら
、
娘
の
私
も
シ
ョ
ソ
ガ
イ
と
言
わ
　
れ
た
ら
恥
か
し
い
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
。
シ
ョ
ン
ガ
イ
が
目
出
度
い
と
い
　
う
意
味
に
し
て
も
、
あ
ま
り
言
わ
れ
た
ら
恥
か
し
い
と
言
う
こ
と
か
。
そ
れ
と
も
、
シ
ョ
ソ
ガ
イ
に
恥
と
な
る
よ
う
な
否
定
的
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
シ
　
　
　
　
　
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
僅
謡
に
つ
い
て
【
通
釈
】
　
チ
ン
コ
タ
ソ
コ
、
チ
ソ
コ
タ
ソ
コ
（
と
餅
を
臭
く
音
）
。
…
…
…
シ
ョ
ソ
ガ
イ
、
シ
ョ
ン
ガ
イ
ヤ
と
、
（
皆
さ
ん
）
言
っ
て
く
だ
さ
る
な
。
私
も
シ
ョ
ソ
ガ
イ
ヤ
の
一
人
娘
だ
か
ら
、
シ
ョ
ソ
ガ
イ
ナ
。
あ
あ
、
め
で
た
い
こ
と
だ
、
め
で
た
い
こ
と
だ
。
〔
シ
ョ
ソ
ガ
イ
が
特
定
で
き
ず
、
結
局
、
意
味
不
明
で
あ
る
。
〕
三
、
唐
臼
歌
に
つ
い
て
唐
臼
歌
サ
ソ
マ
ヨ
ー
カ
ラ
ウ
ス
ハ
カ
ゴ
デ
モ
シ
ン
ボ
ハ
カ
ネ
ダ
ヨ
シ
ン
ボ
ス
ル
キ
ニ
ャ
カ
ネ
ガ
ナ
ル
サ
ソ
マ
ヨ
ー
か
ら
う
す
唐
臼
は
か
ご籠
で
も
し
ん
ぽ
芯
棒
は
か
ね金
だ
よ
し
ん
ぽ
　
　
　
　
　
き
辛
抱
す
る
木
に
ゃ
か
ね
　
　
な
金
が
生
る
し
ん
ほ
　
　
　
　
　
き
（
芯
卜
す
る
木
に
ゃ
）
勝
　
　
俣
隆
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【
解
説
と
考
察
】
　
唐
臼
歌
と
は
、
籾
の
外
皮
を
取
り
除
い
て
玄
米
に
す
る
た
め
に
、
唐
臼
で
挽
い
た
時
に
唄
う
歌
だ
と
言
う
。
山
本
フ
ク
氏
に
拠
れ
ば
、
唐
臼
を
挽
く
こ
と
は
、
と
て
も
辛
い
作
業
だ
っ
た
の
で
、
歌
で
も
唄
わ
な
い
と
、
と
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
が
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
唐
臼
は
三
人
で
挽
き
、
元
取
り
が
中
心
と
な
り
、
二
人
が
援
助
す
る
形
で
臼
を
挽
い
た
の
で
、
歌
も
掛
け
合
い
的
な
も
の
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
に
は
、
昭
和
十
七
年
六
月
六
日
に
採
録
さ
れ
た
も
の
と
し
て
次
の
歌
を
載
せ
て
い
る
。
　
　
○
甲
　
一
つ
ナ
ア
ヱ
お
上
げ
よ
　
　
乙
　
元
挽
き
様
よ
　
ノ
ウ
エ
　
　
○
甲
　
元
が
し
ほ
れ
り
ゃ
　
サ
ン
マ
ヨ
ー
　
　
乙
　
裏
迄
も
　
　
〇
一
つ
お
上
げ
よ
、
今
来
た
お
方
、
裏
が
し
ほ
れ
り
ゃ
、
元
迄
も
　
　
○
臼
の
挽
き
よ
さ
、
相
手
の
よ
さ
よ
、
相
手
変
る
な
、
あ
す
の
夜
も
　
　
　
　
　
　
　
き
り
　
　
○
臼
は
こ
れ
限
、
皆
さ
ん
御
苦
労
、
さ
ら
ば
さ
ら
ば
の
、
暇
乞
ひ
　
こ
れ
を
、
『
録
音
資
料
日
本
民
謡
集
』
の
し
P
レ
コ
ー
ド
と
聴
き
比
べ
る
と
第
三
首
の
第
三
句
目
「
相
手
変
る
な
」
が
「
相
手
変
ら
ぬ
」
で
あ
っ
た
以
外
は
、
正
確
に
翻
字
さ
れ
て
い
た
。
　
な
お
、
山
本
フ
ク
氏
か
ら
採
録
し
た
当
該
の
唐
臼
歌
は
、
他
の
文
献
に
記
録
の
見
ら
れ
な
い
新
発
見
の
歌
謡
で
あ
る
。
掛
詞
的
要
素
が
見
ら
れ
、
表
現
が
文
学
的
で
あ
る
点
注
目
さ
れ
る
。
詞
型
（
五
）
五
四
四
四
七
五
【
語
釈
】
○
サ
ン
マ
ヨ
ー
　
雛
し
詞
で
あ
る
。
語
義
は
未
詳
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
田
の
神
サ
ン
バ
イ
と
関
係
あ
る
か
。
し
か
し
、
結
局
、
現
段
階
は
不
明
で
あ
る
。
○
カ
ラ
ウ
ス
ハ
　
「
唐
臼
」
の
字
が
宛
て
ら
れ
る
。
唐
臼
は
、
竹
と
粘
土
で
作
　
つ
た
石
摺
臼
を
言
う
。
木
で
造
っ
た
木
摺
臼
よ
り
優
れ
て
い
る
た
め
に
、
進
歩
改
良
さ
れ
た
意
味
で
「
唐
（
カ
ラ
）
」
と
付
け
た
ら
し
い
。
昔
、
唐
（
中
　
国
）
か
ら
来
た
も
の
が
優
れ
て
い
た
た
め
に
、
舶
来
の
優
秀
品
に
「
唐
」
を
付
け
、
そ
れ
が
、
後
に
、
国
産
品
で
も
優
れ
た
も
の
に
は
付
け
る
名
称
と
な
　
つ
た
の
で
あ
る
。
い
か
に
も
日
本
人
ら
し
い
命
名
で
あ
る
。
○
カ
ゴ
デ
モ
　
「
籠
で
も
」
が
宛
て
ら
れ
る
。
唐
臼
は
、
竹
の
籠
に
粘
土
を
付
　
け
た
も
の
だ
か
ら
、
こ
う
言
っ
た
の
で
あ
る
。
○
シ
ン
ボ
ハ
　
「
芯
棒
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
シ
ン
ポ
と
短
く
言
っ
た
の
で
あ
っ
　
て
、
唐
臼
の
芯
を
指
す
。
後
出
の
シ
ソ
ボ
（
辛
抱
）
と
同
音
で
洒
落
て
い
る
　
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
○
カ
ネ
ダ
ヨ
　
「
金
だ
よ
」
で
、
唐
臼
の
芯
棒
が
金
属
製
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
後
に
出
る
カ
ネ
（
金
銭
）
と
同
音
で
、
掛
詞
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。
○
シ
ソ
ボ
ス
ル
キ
ニ
ャ
　
「
辛
抱
す
る
木
に
ゃ
」
が
あ
て
ら
れ
る
が
、
同
時
に
　
「
芯
棒
と
す
る
木
に
は
」
の
意
を
持
た
せ
、
「
辛
抱
す
る
木
（
の
よ
う
な
人
）
　
に
は
」
の
意
と
掛
け
て
い
る
。
○
カ
ネ
ガ
ナ
ル
上
士
と
す
る
木
、
辛
抱
す
る
木
に
は
、
金
（
金
銭
）
が
、
木
　
の
実
と
し
て
生
る
と
い
う
こ
と
。
山
本
フ
ク
氏
の
御
説
明
で
は
、
お
嫁
さ
ん
が
嫁
入
り
し
て
き
て
、
い
ろ
い
ろ
辛
い
目
に
遭
っ
て
も
、
辛
抱
し
て
い
れ
ば
、
　
し
ま
い
に
は
、
木
か
ら
金
が
生
る
よ
う
な
幸
運
が
め
ぐ
っ
て
来
る
と
い
う
こ
　
と
で
、
お
嫁
さ
ん
を
元
気
付
け
て
い
る
歌
詞
だ
と
言
う
。
【
通
釈
】
　
サ
ン
マ
ヨ
ー
　
唐
臼
は
竹
籠
で
あ
っ
て
も
、
芯
棒
は
金
属
で
で
き
て
い
る
よ
。
そ
の
芯
棒
の
よ
う
に
、
辛
抱
し
て
い
れ
ば
、
い
っ
か
そ
の
辛
抱
の
木
に
金
（
銀
）
が
生
る
よ
。
　
注（
1
）
、
『
哩
七
型
』
（
文
部
省
編
、
大
正
三
年
中
、
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
（
日
本
放
送
協
31
会
、
昭
和
十
九
年
）
、
『
神
奈
川
の
歌
と
民
謡
』
（
神
奈
川
県
観
光
協
会
、
昭
和
三
十
年
目
、
『
録
音
資
料
日
本
民
謡
集
・
関
東
軍
〔
豆
〕
』
（
日
本
放
送
協
会
放
飼
総
局
資
料
部
、
昭
和
五
十
九
年
）
な
ど
。
例
え
ば
、
町
田
嘉
章
氏
は
、
『
日
本
民
謡
大
観
　
関
東
篇
』
の
中
で
、
「
殊
に
こ
の
地
の
『
田
植
歌
』
は
所
謂
掘
出
し
物
で
、
田
植
に
際
し
て
其
時
刻
に
応
じ
て
唄
の
歌
詞
を
変
へ
て
行
く
方
式
は
最
も
古
風
な
習
俗
と
し
て
、
そ
の
完
全
な
も
の
は
中
国
及
び
四
国
の
一
部
に
発
見
報
告
（
僅
謡
集
）
さ
れ
て
み
る
の
み
で
あ
っ
た
が
東
日
本
方
面
の
も
の
と
し
て
こ
の
宮
城
野
村
の
田
植
唄
が
加
は
っ
た
訳
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
な
お
、
本
文
中
、
右
記
文
献
を
引
用
す
る
際
は
、
漢
字
の
旧
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る
部
分
は
新
字
体
に
統
一
し
た
。
こ
れ
は
右
記
以
外
の
文
献
を
引
用
す
る
際
も
同
様
と
し
た
。
（
2
）
、
演
唱
は
、
宮
城
野
在
住
の
、
斉
藤
と
み
（
六
〇
）
、
勝
俣
マ
ツ
（
五
七
）
、
松
本
コ
ト
　
（
六
二
）
、
勝
俣
カ
ネ
（
六
五
）
の
各
氏
で
あ
っ
た
（
年
令
は
、
昭
和
十
七
年
六
月
六
日
当
時
）
。
山
本
フ
ク
氏
に
拠
れ
ば
、
こ
の
中
で
も
、
勝
俣
カ
ネ
氏
は
、
お
か
ね
ば
あ
さ
ん
と
呼
ば
れ
、
田
植
歌
の
先
達
を
勤
め
た
と
い
う
。
（
3
）
、
地
名
は
大
正
三
年
当
時
。
原
文
を
尊
重
し
、
そ
の
ま
ま
に
改
め
な
い
。
以
下
同
様
。
（
4
）
、
古
事
記
、
並
び
に
、
す
ぐ
後
で
引
用
す
る
日
本
書
紀
の
本
文
は
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
拠
る
。
（
5
）
、
渡
邊
昭
五
氏
『
増
補
版
田
植
歌
謡
と
儀
礼
の
研
究
』
（
三
弥
井
書
房
、
昭
和
五
十
四
年
）
（
6
）
、
前
掲
書
（
注
5
）
第
六
章
「
昼
食
と
供
物
と
の
関
係
」
よ
り
。
（
7
）
、
「
サ
ソ
バ
イ
降
し
の
日
」
（
『
讃
岐
民
俗
』
三
1
、
後
、
『
年
中
行
事
覚
書
』
、
更
に
、
『
定
本
柳
田
國
男
集
』
十
三
巻
所
収
）
（
8
）
、
前
掲
書
（
注
5
）
、
並
び
に
、
竹
本
宏
夫
氏
『
田
植
歌
の
基
礎
的
研
究
一
大
山
節
系
田
植
歌
を
主
軸
と
し
て
一
』
（
風
間
書
房
、
昭
和
五
十
七
年
）
（
9
）
、
前
掲
書
（
注
8
）
第
六
章
「
大
山
節
系
田
植
歌
の
性
格
O
」
中
、
「
②
『
朝
歌
』
ナ
ガ
レ
の
歌
詞
『
朝
日
さ
し
夕
日
輝
く
そ
の
も
と
に
…
…
』
」
の
節
に
拠
る
。
（
1
0
）
、
引
用
は
、
日
本
伝
奇
伝
説
大
辞
典
、
中
山
太
郎
編
『
日
本
民
俗
学
辞
典
』
等
に
拠
る
。
　
　
　
　
　
箱
根
宮
城
野
地
区
に
伝
わ
る
浬
謡
に
つ
い
て
＼
（
付
記
。
本
稿
執
筆
に
当
た
り
、
歌
謡
の
紹
介
、
説
明
、
演
唱
に
お
い
て
、
面
的
に
御
協
力
下
さ
っ
た
山
本
フ
ク
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
）
〆
全
（
平
成
二
年
置
月
三
十
一
日
受
理
）
